
スタジアムの治水対策について（その１）

■京都新聞（H26.1/22付け）より	
	
■スタジアムは保津川の遊水地に盛り土をしてつくる
ため、その対策として、地下に貯水槽や駐車場を掘り
下げることを決定したとのこと。	

	
■まず、ここで明らかになったことは、京都府は、現在
のスタジアム計画は、保津川の治水に少なからず影
響があると明確に認めていることです。	
　※環境面に加え、治水上も問題のあるこの場所にしなければならな 	

  い大義、理由はどこにあるというのでしょうか？	

	
■次に、この治水対策の案で本当に大丈夫なのか？
それは、以下のページのとおりです。	
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スタジアムの治水対策について（その２）

貯水槽	

盛り土	

＜現状＞	 ＜対策案＞	

想定した洪水の場合の水位	 想定した洪水の場合の水位	

■保津川と亀岡を左の図のようなバケツとして考えてみます。	
	
■バケツの底には穴が開いています。保津峡です。バケツに
水を注ぐと、この穴から少しずつ水が出ながら、バケツに水が
貯まっていきます。洪水の氾濫です。	

	
■想定した洪水どおりの場合は、下の図のとおり、プラスマイ
ナスゼロによって、現状と対策後で水位の違いはないと考えら
れます。	
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スタジアムの治水対策について（その３）

■最近は、	
　・想定外の大雨	
　・いままで経験したことがない豪雨	
　など、テレビでよく耳にします。	
	

■つまり、想定していない、想定を超えるような洪水はいつ起こるかわか
りません。	
	
■また、保津川は日吉ダムで洪水が調節されていますが、この日吉ダム
に入らないところ（下流）に集中して雨が降った場合は、その量が想定
内であっても、亀岡に大きな洪水をもたらすことになってしまいます。	

日吉ダム
放流ダムで

洪水を調節

して放流

亀岡	 下流に	  
雨が集中	

＜現状＞	 ＜対策案＞	

想定した洪水を超えた場合の水位	

想定した洪水を超えた場合の水位	

盛り土の影響で水位が高くなります	
　　→市街地の浸水が広がるおそれがあります。	



スタジアムの治水対策について（その４）

前線の雨雲	

台風の雨雲	

■台風の天気予報で、右のような天気図で「台風からの湿った空気が秋
雨前線を刺激して・・・・・」という解説を聞いたことがあると思います。	
	
■このような時は、	
　・台風がそれほど近づいていないのに大雨	

　・しばらくして小康状態となり	
　・そして台風の接近で再び大雨	
　というような、雨の降り方になります。	
	
■つまり、続けて２回の大雨が降ることになります。	

昨年９月の台風１８号では	
三重県で、このような雨の降り方が	
記録されています。	

その５へ続く
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スタジアムの治水対策について（その５）

その４から続き ■続けて２回の大雨が降った場合	

最初の雨で洪水が氾濫	

小康状態になる	

再び大雨で氾濫する	

貯水槽にたまる	

川の水位は下がっても
貯水槽の水は	  
直ぐに下がらない	  
※排水ポンプが必要	

盛り土の影響で	  
水位があがる	



スタジアムの治水対策について（まとめ）

	
■京都が決定したという治水対策は、確かに想定された場合についてのみ有効と言えます。しかし、自然現象は、人が想定したとおり
になることは、まずあり得ません。	
	
	

■想定以外のたった２つの場合を考えても、計算するまでもなく、この案では現状の機能を維持したことにはなりません。	
	
	
■そんな想定外の事を言えば、「何もできないではないか」と言われるかもしれません。	
	
	

■その通りです。そもそもここは、「何もできない」、「何もしてはいけない」場所なのです。つまり、想定外の洪水など、保津川の緊急事
態に対応できるように、先人の知恵として千年以上もの間、残されてきた”遊水地”なのです。	
	
	

■氾濫地帯や浸水区域ではなく、”遊水地（水を遊ばせてやるところ）”なんて、素晴らしい呼び方です。水を時々遊ばせてやることで、
農地は攪拌され肥沃になり、地域の暮らしを支え、保津川を巡る歴史・文化、そして多様な自然環境を育できました。	
	
	
■このような自然の摂理に反して開発すれば必ず無理が生じ、大きな自然のしっぺ返しがあることでしょう。	


